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J24a 全天X線監視装置MAXIによるマグネターの観測
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マグネターは∼ 1014Gの超強磁場を持つ中性子星である。X線で輝くマグネターは現象論的によく定義されて
おり、Soft Gamma Repeater (SGR; 7天体)と Anomalous X-ray Pulsar (AXP; 9天体)が知られている。X線
定常放射 (F2−10 keV ∼ 3× 10−11 erg cm−2 s−1)を示しており、スペクトルは熱的軟X線成分 (< 10 keV)と Γ ∼ 1
の硬X線成分 (> 10 keV)で構成される (e.g., Enoto et al. 2010)。また、∼ 100msの間に強烈にX線・γ線で輝
くバースト (F2−10 keV ∼ 10−7 erg cm−2 s−1)を繰り返しランダムに起こす。SGRと AXPの一部は、X線定常放
射が 2–3倍ほど明るくなると共に、活発なバースト活動やスペクトルの変化が見られる活動期を示すものがある
(e.g., Kaneko et al. 2010)。活動期と静穏期のスペクトル特性などの比較研究は放射機構の解明に重要である。
スペースシャトルにより 2009年 7月 16日に打ち上げられた、国際宇宙ステーションに搭載されている日本の全

天X線監視装置MAXIは、僅か 1日でほぼ全天を観測できる。搭載検出器のGSC（2-30 keV）は、RXTE衛星
ASMの数倍の高感度であり、活動性の予測が難しい SGRとAXPの監視に威力を発揮する。既知の SGRとAXP
について解析を行ったところ、少なくともAXP4U0142+614(∼ 10σ; 1週間の観測)、AXP1E1547−5408(∼ 14σ;
4週間の観測)を検出できた。スペクトル解析を行ったところ、熱的軟X線成分はよく知られている二温度黒体放
射もしくは黒体放射と矛盾が無い。さらに、AXP1E1547−5408からは硬X線成分も検出している可能性がある。
本講演では、これら 2天体を中心にして、光度やスペクトルの時間変動などを報告する。


